
    

浄

土

宗

の

開

祖

法

然

ほ

う

ね

ん

（

一

一

三

三

～

一

二

一

二

）

の

行

状

を

描

い

た

絵

巻
「

法

然

上

人

絵

伝

」（
国

宝

）

に

、

高

砂

浦

の

光

景

が

描

か

れ

て

い

ま

す
（

巻

三

四

）
。
舳

先

を

並

べ

て

停

泊

す

る

数

艘

の

船

と

、

そ

の

傍か
た
わ

ら

に

網

を

乾

す

漁

師

た

ち

の

姿

が

み

え

ま

す

。

 

七

十

歳

を

超

え

た

漁

師

と

妻

は

、
法

然

に

懇

願

し

ま

す

。「
日

頃

、

殺

生

の

罪

を

犯

し

て

い

る

自

分

た

ち

が

、

地

獄

に

落

ち

る

苦

し

み

か

ら

逃

れ

る

術す

べ

は

な

い

だ

ろ

う

か

。
」

こ

れ

を

聞

い

た

法

然

は

、「
南

無

阿

弥

陀

仏

」

と

唱

え

れ

ば

、

阿

弥

陀

如

来

に

救

わ

れ

、

極

楽

に

生

ま

れ

変

わ

る

こ

と

が

で

き

る

と

説

き

ま

し

た

。

老

夫

婦

は

漁

業

を

生

業

な

り

わ

い

と

し

な

が

ら

も

、

念

仏

称

号

を

忘

れ

ず

唱

え

た

の

で

、

め

で

た

く

往

生

を

遂

げ

る

こ

と

が

で

き

た

と

い

う

の

で

す

。

 

さ

て

こ

の

場

面

に

は

、

働

く

子

ど

も

の

姿

も

描

か

れ

て

い

ま

す

。

 

髪

が

伸

び

た

ま

ま

の

蓬

髪

ほ

う

は

つ

は

、

子

ど

も

（

童わ
ら
わ

）

の

象

徴

で

す

。

中

世

で

は

、

髷
も
と
ど
り

を

結ゆ

い

、

烏

帽

子

え

ぼ

し

を

付

け

る

の

が

、

一

人

前

の

男

の

証

で

し

た

。

ま

た

袖

無

し

の

短

い

衣

と

 

    

い

う

服

装

も

、

漁

民

の

子

ど

も

を

表

現

し

た

も

の

と

言

わ

れ

て

い

ま

す

。

 

黒

田

日

出

男

氏

に

よ

る

と

、

中

世

の

子

ど

も

の

労

働

は

、

一

人

前

に

な

る

た

め

の

見

習

い

労

働

と

、

老

人

の

介

護

な

ど

「

童

」

固

有

の

労

働

に

分

類

で

き

る

の

だ

そ

う

で

す

。

み

な

さ

ん

も

、

絵

巻

物

全

集

な

ど

で

子

ど

も

の

働

く

様

子

を

探

さ

れ

て

は

い

か

が

で

す

か

。

 

※

法

然

上

人

絵

伝

」
は

、
『

新

修

日

本

絵

巻

物

全

集

』

一

四

（

角

川

書

店

刊

、

一

九

七

七

年

）

ま

た

は

『

続

日

本

絵

巻

大

成

』

一

～

三

（

中

央

公

論

社

刊

、

一

九

八

一

年

、
の

ち
『

続

日

本

の

絵

巻

』

と

し

て

再

刊

、

一

九

九

〇

年

）

に

収

め

ら

れ

て

い

ま

す

。

ま

た

詞

書

こ
と
ば

が
き

は

、

岩

波

文

庫

（

二

〇

〇

二

年

）

で

読

む

こ

と

が

で

き

ま

す

。

な

お

文

中

に

紹

介

し

た

黒

田

日

出

男

さ

ん

の

見

解

は

、

『
「

絵

巻

」

子

ど

も

の

登

場

』

（

河

出

書

房

新

社

歴

史

博

物

館

シ

リ

ー

ズ

、

一

九

八

九

年

）

を

ご

参

照

く

だ

さ

い

。 

（

高

砂

市

史

編

さ

ん

専

門

委

員

 

梶

木

 

良

夫

） 

た 
 

か 
 

さ 
 

ご 
 

史 
 

話 
 

⑲ 
～

法

然

上

人

絵

伝

に

描

か

れ

た

高

砂

浦

～ 


